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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】令和2年9月10日(2020.9.10)

【公開番号】特開2018-30576(P2018-30576A)
【公開日】平成30年3月1日(2018.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-008
【出願番号】特願2017-157385(P2017-157385)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｈ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６２３Ｓ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６２３Ｌ
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６２３Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月28日(2020.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　ＨＶＡＣシステム２００は空調（ＡＣ）システム２１０を含むことができる。ＡＣシス
テムは、ビークル１００の少なくとも一部のための冷房及び／又は湿度調節を可能にする
任意の構成を有することができる。１又はそれよりも多くの構成では、ＡＣシステム２１
０は、冷媒（図示しない）、コンプレッサ２１２、コンデンサ２１４、エバポレータ２１
６、及び／又は、膨張弁２１８を含むことができる。更に、ＡＣシステム２１０は、図１
に示される要素に対し追加の要素を有することができる。いくつかの構成では、ＡＣシス
テム２１０は、図１に示される要素のうちの１又はそれよりも多くを含まないかもしれな
い。ＡＣシステム２１０の種々の要素は、任意の適切な仕方で配置されることができ、か
つ／又は、任意の適切な仕方で互いに作動可能に接続されることができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　ＨＶＡＣシステム２００は、１又はそれよりも多くのタイプのデータを記憶するための
１又はそれよりも多くのデータ記憶部２６０を含むことができる。データ記憶部２６０は
、揮発性及び／又は不揮発性メモリを含むことができる。適切なデータ記憶部２６０の例
には、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（リードオンリメ
モリ）、ＰＲＯＭ（プログラマブルリードオンリメモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能なプロ
グラマブルリードオンリメモリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気的に消去可能なプログラマブルリ
ードオンリメモリ）、レジスタ、磁気ディスク、光ディスク、ハードドライブ、もしくは
、任意の他の適切な記憶媒体、又は、これらの組み合わせが含まれる。データ記憶部２６
０は、コントローラ（１又は複数）２５０のコンポーネントであることができ、又は、デ
ータ記憶部２６０は、コントローラ（１又は複数）２５０による使用のためにコントロー
ラ（１又は複数）２５０に作動可能に接続されることができる。本記載全体を通じて使用
されるように、用語「作動可能に接続される」は、直接的又は間接的な接続（直接的な物
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理的接触なしでの接続を含む）を含むことができる。１又はそれよりも多くの構成では、
データ記憶部（１又は複数）２６０は、コントローラ２５０がＨＶＡＣシステム２００の
１又はそれよりも多くの要素を作動させるのを可能にする命令を含むことができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　再循環モード空気源制御が高エンジン水温に基づいて起動されると判別されると、方法
４００はブロック４０８に続くことができる。ブロック４０８では、燃料増量制御がオン
であるかが判別されることができる。燃料増量制御がオンであると判別されると、低下さ
れたデューティマップに従ってコンプレッサが作動されることができる（ブロック４１０
）。例えば、図５に示される第２のデューティマップ５４０でもってコンプレッサ２１２
が作動されることができる。燃料増量制御がオンでないと判別されると、方法４００はブ
ロック４１２に続くことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　ブロック４１２では、高エンジンオイル温度が検出されたかが判別されることができる
。１又はそれよりも多くの構成では、エンジンオイル温度があらかじめ定められたエンジ
ンオイル温度値よりも高いと、高エンジンオイル温度が検出されることができる。高エン
ジンオイル温度が検出されたと判別されると、低下されたデューティマップに従ってコン
プレッサが作動されることができる（ブロック４１４）。例えば、図５に示される第２の
デューティマップ５４０でもってコンプレッサ２１２が作動されることができる。高エン
ジンオイル温度が検出されないと判別されると、方法４００はブロック４１６に続くこと
ができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　ブロック４１６では、高トランスミッションオイル温度が検出されたかが判別されるこ
とができる。１又はそれよりも多くの構成では、トランスミッションオイル温度があらか
じめ定められたトランスミッションオイル温度値よりも高いと、高トランスミッションオ
イル温度が検出されることができる。高トランスミッションオイル温度が検出されたと判
別されると、低下されたデューティマップに従ってコンプレッサが作動されることができ
る（ブロック４１８）。例えば、図５に示される第２のデューティマップ５４０でもって
コンプレッサ２１２が作動されることができる。高トランスミッションオイル温度が検出
されないと判別されると、方法４００はブロック４２０に続くことができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
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　ブロック４２０では、高排気ガス温度が検出されたかが判別されることができる。１又
はそれよりも多くの構成では、排気ガス温度があらかじめ定められた排気ガス温度値より
も高いと、高排気ガス温度が検出されることができる。高排気ガス温度が検出されたと判
別されると、低下されたデューティマップに従ってコンプレッサが作動されることができ
る（ブロック４２２）。例えば、図５に示される第２のデューティマップ５４０でもって
コンプレッサ２１２が作動されることができる。高排気ガス温度が検出されないと判別さ
れると、通常のデューティマップに従ってコンプレッサ２１２が作動されることができる
。例えば、図５に示される第１のデューティマップ５３０でもってコンプレッサ２１２が
作動されることができる。方法４００は終了することができる。代替的には、方法４００
はブロック４０２に戻ることができる。
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